
■ 会長／大川原利信
■ 幹事／横田　三郎
■ クラブ広報・会報委員長／村上　秀元

◎結婚
矢吹智喜さん（11月20日）・溝井宇一さん（11月24日）
遠藤道行さん（11月29日）
◎誕生
根本克則さん（11月4日）

11月結婚記念日・誕生祝い

17 H26.11.4（火）

■ 開会点鐘　■ 君が代斉唱
■ ロータリーソング「奉仕の理想」斉唱　■ 四つのテスト唱和

第17回（通算1343回）例会

会長あいさつ

　明日の午前1時30分に集合
して台湾の桃園RCの54周年
記念式典に当クラブから6名が
参加します。　先週、知人が私
の7年前の写真を持って来られ
ました。当時の私は渓流釣り、

特にいわな釣りを趣味として毎週末に深山渓谷に分け入
っており、体調を整えるために平日に外で飲むことはありま
せんでした。ところが原発事故により渓流の魚を食べるこ
とができなくなりました。自然の中での楽しみができなくなっ
たことから、ストレス解消はもっぱら夜の陣屋通いとなって
しまいました。

幹事報告
例会変更
◎11/4(火)郡山東RC・郡山コスモスRC
　→11/1(土)9：00AM～　猪苗代湖天神浜水草清掃
◎11/5(水)郡山西RC→12：30PM～　会員卓話
　ビューホテル
◎11/5(水)郡山アーバンRC→7：00PM～
　台湾　新竹RCとの合同例会　四季彩一力
◎11/10(月)福島グローバルRC→11/2(日)9：15AM～
　猪苗代湖松橋浜水草清掃

大川原　利信　会長

郡山市制施行90周年
合併50周年記念式典について
村上　秀元　さん
　今日行われた郡山市制施行90周年・合併50年記念式
典に出席して来ました。私は昭和53年から郡山市に住ん
でいます。1974年11月1日にオランダのブルメンからファンド
ールン技師が郡山に来て猪苗代湖の水を引く技術を伝
えました。140年前のことです。式典では各姉妹都市の奈
良市、久留米市、鳥取市の踊りなどが紹介されました。

会員卓話

　今月はロータリー財団月間で
す。今日はスライドと資料を見な
がらロータリー財団の仕組みや
意義についてご説明したいと思
います。ロータリー財団の寄付は
ポリオの撲滅、平和の推進など

のロータリーの優先活動のために使われております。ロータリ
ーにはいろいろな月間があり、11月はロータリー財団月間とさ
れ、クラブ例会や教育機関や地域の会合で、ロータリー財団
について講演するよう示唆されております。財団の奨学金事
業および人道的諸事業についての知識と理解を深め、財団
の推進に役立つプログラムを実践してくださいということで、今
日は私がお話させていただいているわけです。
　ロータリーができた1905年から12年経った1917年に、RI会
長が「世界でよいことをするために」提案しました。それから
11年経ってロータリー財団という名称になりました。財団には
補助金の制度があります。皆さんが出した浄財をどのように

使うかということで、制度は去年から変わりました。地区補助
金とグローバル補助金の2つに分かれております。地区補助
金は2530地区にRIから3分の1が戻され、各クラブが提案し
た良いプロジェクトに対して補助するよう地区が要請します。
グローバル補助金は国際的な大きな事業に対してRIから直
接補助されます。
　日本には公益財団法人ロータリー日本財団があり、これは
日本独自のものでRIの協力財団となっています。ロータリー日
本財団は、世界の人道的ニーズや平和に貢献していく若者
を育成するため、奨学金を提供して優秀な人材を育ててい
ます。1947年に開始され、後に国際親善奨学金となりました。
1965～66年から研究グループ交換（GSE）として他国に行っ
て勉強会や地域の視察をするプログラムが行われました。当
クラブでも何人かの会員宅でホームステイをいたしました。
1978年から保健、飢餓追放、人間尊重（3-H）補助金プログラ
ムが実施され、1985年にはがポリオプラス・プログラムが設置
されました。開始されました。
　ロータリー財団は26ドル50セントの寄付から始まり、今は莫
大な金額が集まっております。平和、教育、疾病、水の問題を
解決して平和な社会を作りましょうということが根底にあります。
年次基金と恒久基金として集められ、ポリオプラス基金はポリ
オの撲滅活動に使われます。ポリオは急性灰白髄炎、一般に
は小児麻痺のことで、過去には日本では経口生ワクチンでし
たが一昨年からは不活化ワクチンになっています。最初3回、
1年以内に1回の4回必要で、日本では三種混合ワクチンとし
て百日咳などと一緒に接種されます。私が入会した当時はポ
リオだけでしたが数年前からポリオプラスと名称が変わりまし
た。プラスとはポリオ以外の病気のことかと思ったら、ロータリ
ー以外の協力者を含めた活動ということです。現在、ポリオは
アフガニスタン、ナイジェリア、パキスタンと言われておりますが、
一昨年はチャドで出て、昨年はソマリアなどに拡大しており、
今年5月にはギニア、エチオピア、イラク、イスラエル、ソマリア、
カメルーン、シリアから発生が報告されており、WHOは非常に
危険な状況であるとしています。ビル・ゲイツ、ジャッキー・チェ
ン、ジャック・ニクラウスなどの有名人も莫大な金額を援助して
おります。
　ロータリー財団の活動分野は、平和の推進、疾病との闘い、
きれいな水の提供、母子の健康、教育の支援などです。これ
らはロータリーそのものの活動ではなく、他の団体を支援して
いるということです。ユニセフの活動資金は国連から出ており

ますが、ロータリー財団はユニセフに莫大な金額を援助して
おります。ロータリー財団奨学生として戦後に緒方貞子さん
がアメリカに派遣されました。緒方貞子さんは外交官のお嬢
様でフルブライト奨学金も受けています。

古山　英夫　委員長

横田　三郎　幹事

2014～2015年度
国際ロータリーテーマ



会員数
33名

出席者数
19名

欠席者数
14名

出席率
63.33％

前回修正率
75.76％

前々回修正率
100.00％

■ 出席報告　　　　　 伊藤　重幸　クラブ奉仕委員長

■ 他クラブ出席者

  ロータリー財団委員会報告　古山　英夫　国際奉仕委員長
◎川名　修一さん（古山さんの卓話楽しみです。）
◎溝井　宇一さん（古山さんの卓話を楽しみに！）
◎伊野　勝彦さん（誕生・結婚祝い心よりお祝い申し上げます。）
　大川原利信さん・横田　三郎さん・森合　三郎さん
　村上　秀元さん・挽野　喜孝さん・根本　克則さん
◎伊野　勝彦さん（加藤ガバナー補佐、小川中央分区幹事
　をお迎えして。川島さんの卓話楽しみにしています。）
◎高縁　勝一さん（川島さん本日はよろしくどうぞ。）
◎小橋　達夫さん（川島さんの話は、魚、ゴルフ？）
◎古山　英夫さん（川島さん卓話楽しみにしています。）
◎溝井　宇一さん（川島さんの卓話を楽しみに！）
◎横田　三郎さん（卓話楽しみに。）
　大川原利信さん・小野塚昇一さん・川島　　忠さん
　根本　良一さん・挽野　喜孝さん・増渕　幸三さん
　村上　秀元さん・森合　三郎さん

  米山記念奨学会委員会報告  根本　克則　米山奨学会副委員長
◎高縁　勝一さん（今夜から台湾に行ってきま～す。）
　大川原利信さん・三瓶　徳道さん・平石　典生さん
　横田　三郎さん・土屋久美子さん・根本　克則さん

  スマイルＢＯＸ委員会報告　伊藤　重幸　クラブ奉仕委員長
◎村上　秀元さん（本日、郡山市制施行90周年・合併50年
　記念式典に出席してきました。会員卓話楽しみです。）
◎小橋　達夫さん（古山さんの卓話を楽しみにしています。）
◎古山　英夫さん（誕生・結婚おめでとうございます。）
　伊藤　重幸さん・高橋　美希さん・伊庭　正寿さん
　挽野　喜孝さん・大川原利信さん・遠藤　道行さん・
　三瓶　徳道さん・根本　克則さん・挽野　喜孝さん
　村上　秀元さん・横田　三郎さん

ー閉会点鐘

◎10/20(月)郡山北RC・福島グローバルRC
　高縁　勝一さん

　今月はロータリー財団月間で
す。今日はスライドと資料を見な
がらロータリー財団の仕組みや
意義についてご説明したいと思
います。ロータリー財団の寄付は
ポリオの撲滅、平和の推進など

のロータリーの優先活動のために使われております。ロータリ
ーにはいろいろな月間があり、11月はロータリー財団月間とさ
れ、クラブ例会や教育機関や地域の会合で、ロータリー財団
について講演するよう示唆されております。財団の奨学金事
業および人道的諸事業についての知識と理解を深め、財団
の推進に役立つプログラムを実践してくださいということで、今
日は私がお話させていただいているわけです。
　ロータリーができた1905年から12年経った1917年に、RI会
長が「世界でよいことをするために」提案しました。それから
11年経ってロータリー財団という名称になりました。財団には
補助金の制度があります。皆さんが出した浄財をどのように

使うかということで、制度は去年から変わりました。地区補助
金とグローバル補助金の2つに分かれております。地区補助
金は2530地区にRIから3分の1が戻され、各クラブが提案し
た良いプロジェクトに対して補助するよう地区が要請します。
グローバル補助金は国際的な大きな事業に対してRIから直
接補助されます。
　日本には公益財団法人ロータリー日本財団があり、これは
日本独自のものでRIの協力財団となっています。ロータリー日
本財団は、世界の人道的ニーズや平和に貢献していく若者
を育成するため、奨学金を提供して優秀な人材を育ててい
ます。1947年に開始され、後に国際親善奨学金となりました。
1965～66年から研究グループ交換（GSE）として他国に行っ
て勉強会や地域の視察をするプログラムが行われました。当
クラブでも何人かの会員宅でホームステイをいたしました。
1978年から保健、飢餓追放、人間尊重（3-H）補助金プログラ
ムが実施され、1985年にはがポリオプラス・プログラムが設置
されました。開始されました。
　ロータリー財団は26ドル50セントの寄付から始まり、今は莫
大な金額が集まっております。平和、教育、疾病、水の問題を
解決して平和な社会を作りましょうということが根底にあります。
年次基金と恒久基金として集められ、ポリオプラス基金はポリ
オの撲滅活動に使われます。ポリオは急性灰白髄炎、一般に
は小児麻痺のことで、過去には日本では経口生ワクチンでし
たが一昨年からは不活化ワクチンになっています。最初3回、
1年以内に1回の4回必要で、日本では三種混合ワクチンとし
て百日咳などと一緒に接種されます。私が入会した当時はポ
リオだけでしたが数年前からポリオプラスと名称が変わりまし
た。プラスとはポリオ以外の病気のことかと思ったら、ロータリ
ー以外の協力者を含めた活動ということです。現在、ポリオは
アフガニスタン、ナイジェリア、パキスタンと言われておりますが、
一昨年はチャドで出て、昨年はソマリアなどに拡大しており、
今年5月にはギニア、エチオピア、イラク、イスラエル、ソマリア、
カメルーン、シリアから発生が報告されており、WHOは非常に
危険な状況であるとしています。ビル・ゲイツ、ジャッキー・チェ
ン、ジャック・ニクラウスなどの有名人も莫大な金額を援助して
おります。
　ロータリー財団の活動分野は、平和の推進、疾病との闘い、
きれいな水の提供、母子の健康、教育の支援などです。これ
らはロータリーそのものの活動ではなく、他の団体を支援して
いるということです。ユニセフの活動資金は国連から出ており

ますが、ロータリー財団はユニセフに莫大な金額を援助して
おります。ロータリー財団奨学生として戦後に緒方貞子さん
がアメリカに派遣されました。緒方貞子さんは外交官のお嬢
様でフルブライト奨学金も受けています。


